







う教育漢字に注目し，左右部品から構成される漢字を対象にしたときに共通の左部品 ( 部首 ) を有する漢字群の意味的
類似性について検討した。調査 1 では，教育漢字において最もよく使われる部品の上位 25 部品を報告した。調査 2 で











“ 一 ” や “ 上 ” などのように，非常にシンプルな視覚的

















字配当表には，一年生で 80 字，二年生で 160 字，三・
四年生で各 200 字，五年生で 185 字，六年生で 181 字
の合計 1,006 字が含まれる。一年生では，例えば “ 上・
二・木 ” などのように画数が少なく，比較的簡単でか
つ重要な漢字が含まれる。そのあと徐々に，例えば “ 林 ” 





れることがある （市川 , 1963）。例えば，“ 木 ” は植物
の木の姿を表しており，上部は木の枝葉であり下部はそ
の根を表す。“ 木 ” がたくさん集まると “ 森 ” になる，
という具合である。“ 木 ” は，“ 森 ” 以外にも多くの漢
字の部品 （部首 , radical） として用いられる。例えば，
“ 林・枝・橋・棒・様・検・模 ” などである。“ 枝 ” は
木の一部である。“ 橋 ” は木を組立てて作られる。これ
らは木から作られたり，木そのものであったり，木との
意味的関連性が非常に高い。




部品についても当てはまる。例えば，“ さんずい ” をも
つ漢字は，水に関連が深いとされる。“ 海・波・港 ” な



















　調査 1 では，左右分離漢字を対象に，齋藤他 （1995） 
で特定された左位置に使用される左部品を共通に有する
漢字の種類数を特定し，教育漢字中における部品のタ














定された。ただし，461 字のうち 16 字は，視覚的には
左右に分離されるが，例えば “ 兆 ” のように，左部品が
形態素ではない漢字であるために対象から除外した。










品を有する漢字数の平均値を求めたところ，3.87 字 （= 
461 / 119） であった。すなわち，教育漢字中における
左部品の平均タイプ頻度は，3.87 である。同一部品を
有する漢字数の最大は “ にんべん ” の 43 字であった。
　上位 6 字までをみると，1 年生の学習漢字である 人 
（にんべん）・水 （さんずい）・木 （きへん）・糸 （いとへ






た 25 種類の部品について，それぞれの成り立ちを “ 例





手掛かりにした教育が行われる。例えば，“ さんずい ” 
を含む漢字は，水に関連したものとして，“ 池 ” や “ 海 ” 
を学習する。しかし，“ 活 ” や “ 決 ” では，水との関わ
りはあまり明らかではない。漢字辞典によれば，“活” は，
水を表す “ さんずい ” と，まるくくびれた彫刻刀と口か
表 2　左右分離漢字の左部品タイプ頻度上位 25 字の部品成り立ちと関連性
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らできた “ 舌 ” という字で構成される。“ 活 ” の成り立
ちは，水が岩の間を抜けて，くびれるような形をして勢
いよく流れることを表す。そこで，“ 勢いよく動く，生








　そこで，次の調査 2 では，表 1 の漢字を対象として，






　調査参加者　大学生および大学院生 42 名 （男性 15






　刺激材料と手続き　調査 1 で作成した表 1 と表 2 を
水平に並べて用紙に印刷し，参加者には，部品のもつ意
味が部品を共有する漢字群に対してどれくらい当てはま
ると思うかを，“ 全く当てはまらない ” （1 点） から “ 非
常に当てはまる ” （7 点） の 7 段階で評定してもらった。
例えば，“ りっしんべん ” は，“ 心や精神に関係がある ” 
と呈示された。参加者は，この部品の意味が “ 快・性・情・
















程度に関する平均評定値　 表 4 　調査 2 の平均評定値に対する多重比較の結果
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小　河　妙　子
示唆される。これに対して，“ かねへん ”，“ つきへん ”，







となった。そこで，調査 3 では，調査 1 で 2 番目に部
品のタイプ頻度が高く，調査 2 で意味の当てはまりの






　調査対象者　大学生および大学院生 16 名 （全員女性） 
を対象とした。平均年齢は23.8歳 （SD = 3.26）であった。
全員が日本語を母語とした。調査は，2009 年 7 月から
10 月に実施された。調査 2 と同様に，調査 3 の参加者に
対しても口頭でインフォームドコンセントを行った。
　刺激材料　 “ さんずい ” をもつ漢字 （以降，“ さんず
い漢字 ” とする） を対象とした。教育漢字に含まれる
“ さんずい漢字 ” は，調査 1 によると 41 字であった。
これらの漢字から，二字熟語を構成する漢字として使用
される際に左右のいずれの位置にも使用される漢字を選
択し （小河・齋藤・柳瀬 , 2005），さらに “ 現代新聞の
漢字 ” （国立国語研究所 , 1976） に基づく漢字使用頻度
の高い順に並べ，上位 10 個を選択した。その結果，選
択された漢字は，“ 決・法・海・治・活・演・派・済・流・
消 ” であった。平均漢字使用頻度は，1.29 （SD = 0.4） 
であった。
　手続　さんずい漢字 10 個を，“ 決－法 ” のように 2
文字ずつ組み合わせ，45 組 （= ₁₀C₂） を作成した。45
組の呈示順序はランダムとした。これらの 45 組につい
て，左右の呈示位置のカウンターバランスを考慮して 2
系列 （リストAとB） を作成した。例えば，“決” と “法” 
の対は，リスト A では “ 決－法 ” の配置で，リスト B
では “ 法－決 ” の配置で呈示された。
　参加者には，尺度の左右に配置された 2 つの漢字を
見て，それらの漢字が意味的にどの程度似ていると思う
かを，“ 非常に似ている ” （7 点） から “ 非常に似てい






フト SPSS を使用して多次元尺度法 （alternating least 
squares algorithm for individual differences scaling: 
ALSCAL） による分析を行った。表 5 は，1 次元解から 4
次元解までのストレス -1 値と R2 値を示す。適合度の基
準に従うと （Kruskal, 1964），3 次元解を採用すること
が最も適していると判断した。3 次元解において，スト
レス -1 値は 0.18 であり，R2 値は 0.677 であった。
表 5　MDS におけるストレス値とR2 値
図1　多次元尺度法 （ALSCAL） による “さんずい漢字” の刺激布置
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　図 1 における次元 1 では，負の領域における左端に，
“ 海 ” および “ 消 ” が位置し，その少し右側に “ 流 ” 
および “ 済 ” が位置している。これらは，水の流れに
関連した漢字であると解釈される。一方，正の領域には，












　最後に，次元 3 では，正の領域の最上部には “ 法 ”
が位置し，負の領域の最下部には “ 演 ” が位置している。
次元 3 は，固定的かつ静的な状態から徐々に動きや変




　このように，“ さんずい ” を左部品として共有する漢
字群の意味的空間は，辞書的定義から活動性 （拡散－縮







とも部品タイプ頻度が高い左部品は “ にんべん ” であ
り，1,006 字中に 43 種類が含まれ，ついで “ さんずい ” 
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